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新 年 挨 拶    

 

支部長  早 稲 田 高 茂                                       新年、明けましておめでとうございます。 当協会は昭和 20 年の 11 月に「日本の再建は道路から」を信条に設立され、今日まで 60 年以上にわたりわが国の道路整備推進の一翼を担ってきました。ここ数年来の道路事業費削減に続き、昨年は大幅に公共事業が削減され、さらに景気の低迷による民間需要の急激な落ち込みもあり、我々道路建設業者はかってない厳しい環境に追い込まれており、特に地方における道路建設業者の疲弊感がさらに増大、一部の地域では今冬の除雪体制がとれないといった声も聞かれ始めています。 「公共投資の大幅な減少が与える地域経済への影響は大きく、従事する作業員の雇用確保や事業継続が極めて困難な状況に陥り、災害時の住民の安心・安全確保に重大な支障をきたすこと、また道路管理水準引き下げにより道路走行に大きな障害が出て、安全な道路交通の確保に大きな問題となることが危惧される」ことから、昨年 9 月には必要な道路整備の着実な推進と適切な道路管理水準の維持のための予算確保を関係方面に緊急提言として要請いたしました。 来年度予算も減少が懸念される一方で、「長期性能保証制度工事」の発注や単年度予算にとらわれない道路維持修繕制度の導入検討も始まっており、舗装

の長寿命化といった今まで以上に質の高い道つくりをめざした技術力の向上が求められています。当協会は今年から舗装工事の品質確保を目的に制度化された舗装施工管理技術者試験制度を事業継承、発注機関への活用拡大など本制度の維持・発展にも取り組んでまいります。 豊かな自然に恵まれながらも、高速道路ネットワークにミッシングリンクや都市間幹線道路に峠越えが多く、かつ広大な面積の大半が積雪寒冷地といった厳しい地形と気象条件を抱える当地域にとって、道路事業は産業の発展・地域の活性化のみならず地域住民の安心・安全を確保、医療や教育面での格差をなくす、まさしく「命の道」なのだということを訴えていきます。 また多発する自然災害に対し、緊急時に地域への支援体制を確立・充実させる取り組みを継続し、道路建設業の重要性・必要性が地域から、住民から認知され社会的地位が向上していくよう、また公正かつ自由な競争を通して安心・信頼できる成果品を納め、地域経済の発展、地域雇用の確保に貢献できるよう全力で取り組んでいきます。 本年もなにとぞ皆様のご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げ、念頭のごあいさつと致します。 
 

 



 

 

Ⅰ ． 行 事 開 催 報Ⅰ ． 行 事 開 催 報Ⅰ ． 行 事 開 催 報Ⅰ ． 行 事 開 催 報 告告告告                    
  平成２２年度 委員会活動報告会     開催日 平成２２年１２月６日（月） １６：００～ 場  所 ホテル仙台プラザ ３Ｆ松島 参加者  会員 約８０名       次 第 1）早稲田支部長 挨拶 （要旨）     ・道路整備の推進、道路技術の向上と道路建設業 の健全な発達を図るため、本部と一体となって、 道路建設市場の変化への対応、技術と経営に優れ た企業が自由に発展できる環境の実現、道路整備 の着実な伸展、安全確保、社会的責任の全うなど 事業計画に添って委員会活動が行なわれている。    ・公共事業の大幅な削減、民間の設備投資の低迷で 厳しい状況におかれている。一方で長期保証制度に基づく工事の発注や単年度予算に よらない維持修繕工事の検討が始まるなど新たな動きも出てきている。 ・会員の理解と協力をもとに、今後も粛々と支部活動を続けていきたい。 
    ２）委員会活動報告    ①企画運営委員会 -------川内  正 幹事長    ・東北地方整備局との意見交換会（6/17）、       ・工事執行相談室の活用について  ②広 報委員会 -------- 大塚 良孝 委員長    ・ 道の駅へのＡＥＤ寄贈(１０月) ・緊急ダイヤル＃９９１０によるロードレポーター活動試行(１０月)、  ③技 術委員会 -------- 菊池 達人 委員長     ・舗装施工管理講習会の開催（４月）、橋梁伸縮装置の養生方法調査       ・ＥＥ東北‘10、NEXCO 東北支社技術検討会、  ④公共工事委員会 -------- 五十嵐 明弘 委員長    ・(公共工事部会)東北地整・担当部との研究会(2 月)、 ・工事受注状況のまとめ、アンケート調査ほか  ⑤安全環境委員会 -------- 高橋  茂 委員長    ・ 安全環境講習会（7/28）、安全パトロール（9～11 月） ・官民合同安全パトロール（9 月）、ＳＡＦＥＴＹ安全論文審査、  ⑥防災委員会 -------- 菅野 悟 副委員長  ・総合防災訓練の実施（9/1）、防災協定の更新（東北地整・NEXCO）       ・防災マップ：東北地区アスファルト工場位置図のＷｅｂ公開 
       3）講 演 会      講 師 ：道建協副会長兼専務理事 横 田 耕 治 様  

（写真提供：建設新聞社） 



 

 

  演 題 ：「道路建設業の最近の動向について」     （概 要）     ・政府の固定資本形成の海外比較   ・道路延長と舗装修繕費の推移、道路補修頻度  ・国道の管理方針、道路面の損傷状況  ・道路の経済効果、道路の路面状況       ・国土交通省の成長戦略    ・道建協の取組み（ＩＳＡＰ、中温化舗装、 舗装施工管理技術者試験）    引続き、同会場にて、年末懇親会が開催されました。    
 

 

 

 

 

 

 

 平成２３年度 安全祈願祭       日  時  平成２３年１月２０日（木） １０：００～     場  所 櫻岡大神宮 （仙台市青葉区西公園） 出席者 早稲田支部長、川内幹事長、高橋安全環境委員長、宮村安全環境副委員長 安全環境委員 １１名   早稲田支部長 記者会見要旨 ・工事量は減少しているが、安全第一は我々の社 会的責任であり、会員各社の無事故無災害のた めに、協会活動を通じて、積極的にサポートして いきたい。 ・現場条件や作業従事者の高齢化など、道路建設業 を取り巻く環境は厳しいが、今年も労働災害、第 ３者災害の防止へ向けた取組みを続けていきたい。 ・昨年は、官民合同パトロールを復活させ、発注者 側からも指導してもらい、安全管理レベルの向 上を図った。その時の指摘を効果的に生かし、 会員各社の安全レベルのアップにつなげていきたい.  

（写真提供：建設新聞社） 

（写真提供：建設新聞社） 



 

 

ⅡⅡⅡⅡ ....外 部 機 関 、 対 外 活外 部 機 関 、 対 外 活外 部 機 関 、 対 外 活外 部 機 関 、 対 外 活 動動動動                1）全国事務局長会議     日 時：平成２３年１月１７日（月）１２：３０～  場  所： 道建協 本部    出席者：沼倉事務局長   議 題  ２３年度舗装施工管理技術者資格試験の実施について アスファルト混合物事前審査制度への対応について その他  
ⅢⅢⅢⅢ ....委員会等の活動状委員会等の活動状委員会等の活動状委員会等の活動状 況況況況                

１）第５回 幹 事 会    日 時：平成２３年１月２６日（水）１３：３０～  出席者：早稲田支部長、川内幹事長、幹事１１名 （小野、五十嵐、高橋、藤原、松谷、大塚、菊池、宮村、近藤、皆川、菅野㈹)      議  事 1）活動の概況（11/16 ～）   ２）全国事務局長会議の報告    ・２３年度舗装施工管理技術者資格試験（6/26）の実施にむけて ・アス混合物事前審査制度 審査機関としての選定を受け、４月以降の実施体制を早急に構築する。             ・個々に対策ＷＧを設置して、対応策を具体化し、実施していく。  ３）協会功労者表彰の推薦について ４）「ＥＥ東北‘11」出展について   ２）公共工事委員会（代表者会）    日 時：平成２３年１月１４日（金）１３：３０～   場 所：道建協 会議室   出席者：６名（熊本、山本、佐藤、手塚、大山、若狭）  議  事：  1）東北地方整備局との研究会議題について      2）アンケート調査結果について ３）安全環境 委員会    日 時：平成２３年１月２０日（木）１６：００～   場 所：道建協 会議室   出席者：宮村副委員長、委員 10名 （伊藤勝、鈴木、菊池、高橋隆、伊藤忠、佐々木、高木、早坂光、坂上）   議  事：  1）ＳＡＦＥＴＹ論文の審査について ：会員会社による事前審査 ２）安全パトロールの評価について：各班別の推薦方式にする ３）支部事故調査の是非について         



 

 

   
日本の道１００選「定禅寺通り」 

                        宮城営業所 松 浦 宏 徳   

 

仙台の「道」について何かないかと考えた結果、「日本の道１００選」に選ばれてい

る「定禅寺通り」を取り上げることにしました。 

「定禅寺通り」は仙台駅の北西に位置し、地下鉄「勾当台公園駅」で地上に出たとこ

ろにあります。ケヤキやイチョウ並木が延々と続き、通りに沿って店舗が並ぶこの通り

は、１９８７（昭和６２）年８月１０日に、建設省と「道の日」実行委員会により、「日

本の道１００選」に制定されてます。 

日本全国の   

道ＴＯＰ１０

０（正確には

１０４）本に

選ばれてます

から、非常に

景観が優れて

いるわけです。 

 

ここでは、

「 青 葉 ま つ

り」「仙台七夕

祭り」「定禅寺ストリートジャズフェスティバル」「みちのくＹＯＳＡＫＯＩ祭り」「Ｓ

ＥＮＤＡＩ光のページェント」等、様々なイベントが開催されています。これら以外

にも、中央分離帯（定禅寺通緑地）を使って様々なイベントを催しているのを見かけ

ます。（じっくり見たことがないので、イベントの内容は不明です） 

 

 

会員だより  第１回 大林道路㈱東北支店 



 

 

 通りの名前になっている定禅寺の由来は、青葉区の仙台合同庁舎付近に当時あっ

たお寺の名前とのことですが、明治初期の火災で焼失したそうです。 

どんなお寺だったのでしょう。とても興味深いです。当時の風景写真が残っていたら

見てみたいものです。 

 冬の定禅寺通りの写真を載せておきます。 

 

  
 

冬は、ケヤキの葉がすっかり落ちて見通しが良くなります。だから、光のページェ

ントの明かりがよく映えるのでしょう。 

夏は、葉が生茂り緑のトンネルのようになります。 

車でただ通過してしまう機会が多いと思いますが、歩いてじっくり見てみるのが 

よいかもしれません。（ただ、原稿を書いているこの季節は嫌です） 

   初回にも拘わらず、テーマ・構成とも素晴らしい「会員だより」、松浦さん、どうもありがとうございます。この企画は、書く人・内容を会員各社に任せて、工法・商品の宣伝、工事現場の紹介、社員の意見発表の場など、自由に情報発信してもらうことを念頭に企画しました。 リレー形式で掲載する予定で、ちなみに、次号は ガイアートＴ・Ｋさん、三井住建道路さん を予定しています。 宜しくご協力ねがいます。 次回はあなたの出番です！！ 



 

 

                                                        

野野野野    球球球球    とととと    健健健健    康康康康     防防防防    災災災災    委委委委    員員員員    長長長長            藤藤藤藤    原原原原    幸幸幸幸    夫夫夫夫 
                        （ 前田道路株式会社 東北支店 ） 自他ともに認める野球道一直線の私は、一昔前までは会社で業界の野 球大会があると聞けば都県をまたがり越境して助っ人選手として参加し ＭＶＰを奪取する、息子の草野球チームに選手として出場し優勝に導く、 という鉄人ぶりでした。最近は全力でやる野球はご無沙汰ですが、それ でもソフトボール大会などあれば、１０歳、２０歳若い社員より走って打っ て守れるプレーは健在です。 そんな私も東北支店に赴任して丸２年経ちましたが、風邪を引くことが年に数回あり、改めて 健康のありがたみを身に沁みて感じております。 「健全な精神は健全な肉体に宿る」という言葉 とおり、まずは健康第一。周囲の人間にも機会あるごとに、体を動かして健康管理をするように 声をかけています。つい先日も会議室で反復横飛び、たち幅跳び、垂直飛び等をおこなって体力 測定をおこないましたが、まだまだ若い者に引けをとらない記録でした。（ちなみに垂直飛びで天 井に両手が届くのは私だけです。）まだまだ寒さ厳しい季節、心技体を充実させ厳しい季節を乗 り越えていきたいと思っております。会員の皆様も「自分の意思通り動ける体か？」、御自分の体 に問いかけてみて、たまには「喝！」を入れてみてはいかがでしょうか。 
 

 

『篆 刻（てんこく）』      広広広広    報報報報    委委委委    員員員員    長長長長        大大大大    塚塚塚塚    良良良良    孝孝孝孝 
                        （ 株式会社ガイアートＴ・Ｋ 東北支店 ）                年が変わって、寒い日が続いていますが、健康に留意され、 皆様には業務に邁進のことと思います。本年から、この協会誌の発行を、年４回とする事と決め、内容も従来と少し変えて行く事としました。その一環として、協会支部各委員長からの随感・随筆として何か書いていただこうと思っております。この協会誌に対する事項を決定した広報委員の委員長としての立場でもあり、今回がこころみの第１回目でありますので、先陣をきって随感・随筆をよせさせていただきます。 私は趣味として『篆刻』なる事をしています。わかりやすく言えばハンコ作りです数センチ角の石に文字を彫り、印鑑を作る。言ってみれば、それだけです。何が楽しいのかと言えば、石を彫る際のカリカリ、ゴリゴリの感覚・・・・・、年齢を重ねるに従い集中できる時間が短くなってきたなかで、時間経過を忘れる事のできる一時となっています。 又、何の文字を彫るのか考え、その文字の持つ意味や成り立ちを思うとき、先人の物事に対する姿勢や思想に触れられた思いがして、一人、賢くなった気になったりして、過ごしています。  協会で広報委員として活動させていただいておりますが、広報としての文字やことばに対する 思いを強く意識しながら頑張ろうとおもっております。 本年も皆様のお力添えをお願いいたします。 

  随随随         想想想
   

このページは、正副委員長、 会員代表者からの寄稿を予定 



 

 

    「卯年」について考える        広報委員  村村村村    上上上上        薫薫薫薫    （鹿島道路株式会社北日本支店）   今年は卯年です。 物の本によりますと、卯とは干支（十二支）の 4 番目で、年・日・時刻などにあてます。 方角の名で東、陰暦 2 月の異称で、卯の刻は夜明けの 6 時を中心とした 2 時間をさします。 卯年とは、西暦年を 12で割った際に、余りが 7 となる年でもあり、卯の本来の読みは【ぼう】といいます。 夜明けの朝 6 時を正卯（しょうぼう）ということもあります。 門を無理に開けて中に入り込むさまを表した文字で、【冒す】と同系の語であります。 

【漢書律暦志】では、おおうを意味する【冒】で草木が伸び出て地面を覆うようになった状態を表すと解釈されています。 【史記律書】では、茂（ぼう・しげる）の意味で、若葉が茂ってきた状態としています。 これをうさぎとしたのは、無学の庶民に十二支を浸透させるために、動物の名前を当てたものですが、順番や選ばれた理由は定かではありません。 人には、それぞれ一生一代の守り本尊があり、十二支に基づき八体のご本尊が配され、それを信仰の対象としています。その出所は【三世相大雑書】という占いの古典のなかに明記されています。  本人の生まれ年の十二支に合わせたご本尊の仏像を身近に安置すれば、心安らかな日々が過ごせると言い伝えられています。また、この守り本尊は古来より福を招き、各人のもって生まれた性質の良い点をのばし、悪い点を抑えるように護って頂ける有難い守り仏で、身に付けると天の恵みが受けられるといわれています。 卯年生まれの守護仏は文殊菩薩で、御仏の姿は頭髪を五けいにして、五智の宝冠を戴き、右手に五智の利剣を持ち、左手に書巻を執って蓮華の上に座したり、獅子に乗っている像に作られています。 

【三人よれば文殊の知恵】と言われるように、世の根本を司る知恵を授けてくれる御仏で、文殊菩薩は普賢菩薩とともに釈迦如来の脇侍として、欠くことのできない釈迦三尊像のひとつの菩薩となっています。 【文殊の知恵】の異名どおり、知恵すなわち般若を司る一方、諸仏菩薩の母とも考えられています。 株の世界では、ピョンピョン跳ねるうさぎのイメｰジから、株価が上昇する縁起のいい年とされています。実際に 1999 年の株価は 1 年で、37%上昇しています。 今年もそれにならって、景気があがるといいなあと思います。今回は卯年について、考えてみました。 

随随随         想想想
   



 

 

 

 

１）東北地方整備局 出前講座 

「土木工事における業務効率化説明会」 日 時：平成２３年２月１５日（火） １３：３０～１５：３０         場 所：ホテル仙台プラザ ３Ｆ 松島西 

      ＊参加申し込みは土工協東北支部まで  （ＴＥＬ：２２１―７８１０） 

  ２）（社）日本道路協会 主催 

「平成２２年度 道路講演会」           日 時：平成２３年３月８日（火） １４：００～１７：３０           場 所： 戦災復興記念館  
 

 

 

 

 

 ・新生「道建協とうほく」如何でしたか  ・「東北ＪＲＣＡＥメール」の発行に携わって、2 年半。協会の広報誌とはいえ、文章だけの活動報告では、先ず読まれないだろうと、行事写真を入れたりと、多少の工夫はしてきたが、マンネリ化してきたのも事実。 ・広報委員会では、昨年 9月から、会報の見直し、検討を行った結果、 ①発行は、年 4回（2、5、8、11 月）、 ②新企画として「会員各社のページ」。 「委員会委員長の随想」の連載。 ③広報委員が当番制で、原稿依頼、編集後記に参画すること。 を決めました。 ・ 写真を多用したため、ファイルが大きくなり、メール配信できる容量をオーバーしてしまい、修正に四苦八苦しました。 ・ 表紙の写真、急場しのぎで、昨夏、富士山頂で撮ったのを、自薦で採用しました。 ・ 写真好きの諸兄からの投稿をお待ちしています。 （（（（NumaNumaNumaNuma））））  

   
  

東北地方の「日本の道１００選」 [青森県] 5 官庁街通り  6 こみせ  [岩手県] 7 一関市道金沢線一関市道岩ガ崎線  8 寺町通り  [宮城県] 9 定禅寺通  10 仙台西道路  11 七ヶ宿街道 [秋田県]  12 広小路  13 武家屋敷通り  [山形県] 14 北口通り  15 月山花笠ライン [福島県] 16 旧奥州街道  17 磐梯吾妻スカイライン  

編 集 後 記   担当： 村 上 薫（鹿島道路㈱北日本支店） 

 

 
行事のお知らせ 

寒河江和則（大林道路㈱東北支店） 



 

 

  
【お知らせ】 

 

◎平成 23年度 1級・2級舗装施工管理技術者 資格試験のご案内 

 

試  験  日     ：平成 23年 6月 26日（日） 

受験申込受付期間：平成 23年 2月 14日～25日 

受験申込書類の頒布は平成 23年 1月 13日から行なっています。 

道建協 東北支部事務局にて窓口頒布を行なっています。 

 


